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(2) 溶融インサート金属による母材の溶融過程を定量的に検討し，乙の過程が Nernst -Brunner の式
に従うことならびに被接合面上に酸化被膜がある場合には母材の溶融速度が減少することを明らかにし
ている。









(7) N i 基超耐熱合金の粉末を用いた，高性能，高能率液相インサート金属拡散接合法を提案している。
以上のように，本論文は液相インサート金属拡散接合法を Ni 基超耐熱合金に適用した場合の接合現象，
接合機構ならびに接合継手の特性を明らかにするとともに，その結果に基づき高性能，高能率液相インサ
ート金属拡散接合法の提案を行なったもので，その成果は溶接工学ならびに工業上寄与すると乙ろが大き
い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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